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Ⅲ 実践編

１ 「合唱コンクール」 で

「コミュニケーション能力」を育成するとは？

（１） 行事の特性やねらいを考えます。

合唱は歌を通して心と心を通い合わせること、つまり「心作り」であり、人

間関係を作るには最適です。さらに、その経験を通して、コミュニケーション

の取り方や方法を自然と身に付けることができるとともに、相手の心や立場を

考えることができ、思いやりや支え合う気持ちが育くまれると考えます。

（２） 育成できる能力を考えます。

この行事「合唱コンクール」を通して、友達の気持ちを考えながら、進んで

人間関係を築こうと、お互いの立場を理解し、チームを組んで支え合おうとす

る「コミュニケーション能力」を育成することができると考えます。

（３） 指導計画を立て、指導案を作成します。

「道徳：集団生活の向上」

「学活：合唱コンクールを成功させよう」

「学校行事：合唱コンクール」

「学活：異性への理解」

「道徳：人間愛、思いやり」

（４） 目指す能力が育成できます。

○支え合いや団結力が培えます。

○人間関係を築こうとする意識

が定着します。
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２ キャリア指導案の作成の手順について

１ この行事の特性やねら

いは何か、考えます。

この行事の特性やねらいをよく理解して、８つの２ どのキャリア諸能力を

能力の中でどの能力を育成するのに適している行事育てることができるか、

、「 」考えます。 か 職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み

を参考に考えます。

道 徳 行 事 学 活３ 指導計画を考えます。
２３の価値項 ◆中心の支援内 ◆年間指導計画◆

目の中からね 容を考えねら の中から、系

らいを考え、 いが達成でき 統性を考え、

意欲や関心が る指導を考え 能力が定着す

高まる価値を ます。 るような活動

選定をします 内容を選定し。

ます。

。４ 指導案を作成します。 行事・道徳・学活の展開部分の指導細案を考えます

コミュニケーション能力の育成５ 能力が育成できます○○
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キャリア指導案（１）は、３

指導計画です。

キャリア諸能力
の育成に関わる道
徳、学活との関連
やねらいがわかる
ようになっていま
す。
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キャリア指導案（２）は、４

指導略案です。

能力を育成する
ための授業や行事
の展開の略案がの
っています。行事
の事前や事後のね
らいや関わり、キ
ャリア諸能力を育
成するための各授
業での視点の流れ
が分かるようにな
っています。
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キャリア指導案（３）は、５

指導細案です。

１時間毎の授
業の展開例が載
っています。ま
た、授業がすぐ
にできるように
資料も準備して
あります。
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感 動 す る 合 唱 コ ン ク ー ル に し よ う ： 学 級 活 動 の 進 め 方 の 例
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＜行事指導：合唱コンクール＞

○行事展開例

１ 行事名 合唱コンクール

２ ねらい 合唱の発表を通して相手の立場を理解し、互いに支え合うことの大切さを体験する。

進路の視点

１ 練習の成果を発表し、支え合うことの大切さを体験する。

３ 事前指導

○コンクール当日のことを考え、前日のリハーサルで最終チェックをしておくように指導しておく。

＊太字はキャリア教育の視点４ 展 開

生徒の活動 支援・留意点段階

活 １ 開会式 ・当日の朝学級で集まり、自分の役割をしっかり果たし、

。動 ・スローガン達成に向け、お互 目標を達成させようとスクラムを組んで心を１つにする

の いが 今までの成果を出して

。 、 。開 精一杯歌おうと意欲を高める ・意欲が実践に結びつくよう 各担当に役割を果たさせる

始

朝の

会

活 ２ 合唱発表 ・発表前に楽屋で、クラスの生徒や担任が心と心のふれあ

動 ・目標達成に向けて、クラスの いを通してお互いの立場を理解させる。

・今までのことを思い出しながら、自分やパート、学級のの みんなが心を１つにして歌う。

ことを考え、互いに支え合いながら感動する合唱にさせ展 ・共に感動する合唱をする。

るために、一人ひとりに声かけをする。開

発表

活 ３ 閉会式 ・よりよい歌声を創り上げるには、支え合いが大切であっ

動 ・今日までのことを思い出し、 たことを体験したことを基に気づかせたい。

、の 合唱に向けての取組を、今後 ・合唱コンクールに向けた取り組みや今日の発表を通して

ま の生活に生かそうと振り返る 学級全員でやり遂げたことを認め、ほめ、充実した気持。

と ちを振り返らせたい。

め

帰り

の会

５ 評価

○合唱の発表を通して相手の立場を理解し、互いに支え合うことの大切さを体験することができたか。

（観察、感想文）

６ 事後指導

○相手の立場を理解し、互いに支え合うことの大切さを体験したことを通して、今後の行事や学級生活

に生かす。
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（ 、 ）学活事前アンケート 彼を知ろう 彼女を知ろう
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